
 

６年生が、佐藤 博之薬剤師（すみれ薬局）による「喫煙・飲酒の授業（薬物乱用防止教室）」を受けました。“未完成”と

いう言葉をキーワードに、未完成な体にとって飲酒や喫煙は成長を妨げ危険であることを学びました。アルコールのパッチ

テストでは、分解酵素がどのくらいあるのか自分の体質について知る機会となり、子どもたちの今後の生活においてとても

大切な学びとなりました。子どもたちの感想では、「今日学んだことを忘れずに２０歳になってから自分でよく考えたい。」

「私の体は“未完成”なので、勧められた時は勇気を出して断りたい。」「学んだことを家族に話したら、ありがとうと言わ

れた。」などがありました。子ども自身が意識することはもちろんのこと、身近な人だけではなく社会全体にも今回の学び

が広がってほしいと思います。 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

  


